
２ 研究の実際 ＞ （２） 活動プログラムの実際 ＞ エ 活動プログラムの実践

＜中学校(学級)＞ 活動プログラム③トラブル解決のスキル

１ 活動プログラムの展開案において、グループでの活動がある場面を確認しました。

２ 活動プログラム②の実践後に「グループ活動アンケート」(２回目)を実施しました。

資料１ 活動プログラム５時目におけるグループ活動の場面

図１ 「グループ活動アンケート」(２回目)結果

ペアやグループを意図的に構成して、実践しました！
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トラブル解決のポイントに
気を付けながら練習をする

【活動プログラム５時目の展開案より】
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「グループ活動アンケート」(２回目)結果

思った 少し思った あまり思わなかった 思わなかった
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今日一緒に活動した相手のこと

を、もっと知りたいと思いました

か？（関心）

今日一緒に活動した相手と、親

しくなれたと思いましたか？（親

近感）

今日一緒に活動した相手と、ま

た一緒に活動したいと思いまし

たか？（仲間意識）
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３ 学習のねらい及び「グループ活動アンケート」(２回目)と「トラブルについてのアンケート」の結

果から、以下のようなグルーピングのための視点を挙げました。

○友達のトラブルの場面に関わるロールプレイングの体験を通して、メディエーターとしてのスキル

を学ぶため

・練習したスキルを実際の場面で使うことができるようにするため、授業で取り扱う係活動におけ

るトラブルの場面に合わせて、係活動の生徒同士を組む。

○グループでの活動が停滞しないため

・友達との関わりが苦手な生徒と相手のことを考えて発言できるなどの気遣いができる生徒を組む。

・「トラブルについてのアンケート」で「声掛けの意識」が低い生徒同士を組まない。

・授業で取り扱うトラブルの場面と同じトラブルを経験したり、トラブルが継続したりしている生

徒同士は組まない。

・係活動でのトラブルの場面をロールプレイングする活動とグループでの気付きや感想を交流する

活動を行うため、活動の進行ができる生徒をグループに配置する。

４ 「ＰＩＧシート②」を活用して、「グループ活動アンケート」(２回目)と「トラブルについてのアン

ケート」の結果及び担任の観察を基にして総合的にアセスメントし、グルーピングを行いました。

※資料２は、個人情報保護のため、一部データを加工しています。
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資料２ 「ＰＩＧシート②」を活用したグルーピングの実際
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５ 実際の座席は、以下の点に気を付けて配置しました。今回、配慮した生徒は８名です。

※資料３は、個人情報保護のため、一部データを加工しています。

・座席は係活動の班で配置する。

・配慮を要する生徒は、気遣いができる生徒の隣に配置する。

・ロールプレイングの場面で、気遣いができる生徒がモデルになるようにするため、最初に「間に入

る役」を行う①(資料３)の座席に配置する。

６ 実際の授業は、以下の通りです。

過 程 ●配慮の実際 ・生徒の反応や教師の気付き

【授業前】 ●既存の係活動の班を生かし、授業で取り扱うトラ

ブルと同じトラブルを経験したことがある、また

はトラブルが継続している生徒同士が同じグルー

プにならないようにグルーピングした。

●授業当日の朝、担任から生徒に主な学習内容とそ ・座席配置については、黒板に

れに伴った座席配置について伝えた。 座席表を掲示して説明した。

学級全体に対して示したため、

座席の変更についてはスムー

ズに進めることができた。

【授業中】 ●グループ活動で机を寄せ合う場面で、男女がバラ ・ロールプレイングのシナリオ

ンス良く交わるように座席を配置した。特に、配 を考えることが難しい生徒へ、

慮した生徒については、元の座席の場合でも机を 同じグループの友達が優しく

寄せ合う場合でも、気遣いができる生徒をできる 関わる姿が見られた。

資料３ 座席配置の実際

【座席表上の記号】

◎(気遣いができる生徒)

・相手のことを考え

て発言できる

・話合いの進行がで

きる

★(配慮を要する生徒)

・友達との関わりが

苦手

・友達に声を掛ける

ことができない

・セリフが書くこと

が苦手

② ③ ②★ ③ ② ③

①◎ ④ ①◎ ④◎ ①◎ ④

② ③ ② ③★ ②★ ③

①◎ ④★ ①◎ ④ ①◎ ④

②★ ③★ ②★ ③★

①◎ ④◎ ①◎ ④

○年○組　座席表（○月○日　活動プログラム④⑤）

黒 板

教 卓
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だけ隣に位置するように配置した。

●ロールプレイングの場面で、気遣いができる生徒 ・配慮した生徒は、考えたシナ

がモデルになるようにするため、最初に「間に入 リオでロールプレイングを行

る役」を行う①（前頁資料３）の座席に配置した。 い、笑顔で活動することがで

きていた。

●グループ活動が円滑に進められるようにするため、・進行役を決めていたため、グ

机を寄せ合う場面で座席位置に番号を付け、① ループでのシェアリング等に

（前頁資料３）の座席の生徒はグループ活動の進 おいて、活発な話合いが見ら

行役とした。 れた。

【授業後】 ●配慮した生徒の様子を観察し、必要に応じて声掛 ・授業後、友達とトラブルにな

けをした。 りそうな場面で、配慮した生

徒が、授業を想起し穏やかに

自分の意見を伝えたり案を出

したりしている場面が見られ

た。

【グループ活動の様子】
【配慮した生徒の感想】

今日学習した

ことを日常生

活で使えたら

いいと思う。
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◆授業後の生徒の反応(「グループ活動アンケート」・「振り返りシート」より)

※配慮を要した生徒は８名(５時目は１名欠席)で、グラフ上に人数を（ ）で示しています。

○グループ活動における生徒の友達に対する意識の変化について

・「グループ活動アンケート」の質問事項に関する生徒の回答の結果

※配慮を要した生徒は８名(５時目は１名欠席)で、グラフ上に人数を（ ）で示しています。

・配慮した生徒の感想

実践してみたら、このような生徒の姿が見られました！

図２ 「グループ活動アンケート」(３回目)結果

普段一緒に行動をしない人とのグループだったけ

ど、話せるようになりました。また、機会があれば

話してみたいと少し思います。
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「グループ活動アンケート」(３回目)結果

思った 少し思った あまり思わなかった 思わなかった

今日一緒に活動した相手のこと

を、もっと知りたいと思いました

か？（関心）

今日一緒に活動した相手と、親

しくなれたと思いましたか？（親

近感）

今日一緒に活動した相手と、ま

た一緒に活動したいと思いまし

たか？（仲間意識）

（４名） （３名）

（６名） （１名）

（３名） （４名）
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○グループ活動で取り扱った「トラブル解決のスキル」の学習について

・「振り返りシート」の質問項目に対する生徒の回答の結果

※配慮を要した生徒は８名(５時目は１名欠席)で、グラフ上に人数を（ ）で示しています。

(５時目)

・生徒の感想

○グループ活動を取り入れた学習への参加状況と学習内容に対する活用意欲について

・「振り返りシート」の質問項目に対する生徒の回答の結果

※配慮を要した生徒は８名(５時目は１名欠席)で、グラフ上に人数を（ ）で示しています。

図３ トラブル解決のポイントの理解に

ついて(５時目)

図４ トラブル解決の練習について

グループの人と楽しく交流ができました。ちゃん

と友達の話を聴いて、解決案を出さない方がいいと

いうことを知りました。

グループでロールプレイングをして、実際の

もめごとを解決していくときどうしたらいいの

かよく分かりました。楽しく学べて良かったで

す。

図６ 学習内容に対する活用意欲に

ついて(５時目)

図５ 学習への参加状況について

(５時目)

(１名)

(７名)

(７名)

(６名)

(７名)
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・生徒の感想

◆授業後の教師の感想

実際に練習をすることで、もめている２人の間に入

ることの大切さがよく分かりました。これから、もめ

ているところを見たら、間に入っていきたいと思いま

す。

練習をして、間に入る役は思ったよりも難しか

ったです。練習では、表情や声の大きさに気を付

けて解決することができました。もめごとは日常

生活でよくあることなので、もめごとがあったと

きは、今日練習したことを実践していきたいです。

前時の台詞を考える場面で、台詞を考えることが難しい

と感じる生徒がいましたが、スムーズに活動することがで

きていました。また、ロールプレイングでは、どのグルー

プも積極的に活動していました。日常よくある場面を取り

扱うことで、実際に使っていきたいと思う生徒が多く見ら

れました。

配慮した生徒の「グループ活動アンケート」には、「グ

ループの人はみんないい人ばかりで、とても楽しかったで

す。授業以外でも話してみたくなりました」という記述が

見られました。グループ活動を通して、仲間意識がでてき

たようでした。


